
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 調査概要 
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１ 調査目的 

 

本市の市立中学校における昼食（給食等）のあり方について、生徒（中学生）や保護

者（中学校・小学校）、教職員（中学校）、市民のニーズを把握し、今後の検討資料の一

つとして活用します。 

 

 

２ 調査項目 

 

（１）基本属性 

（２）現在の中学校の昼食について 

（３）「小学校のような給食」について 

（４）「弁当箱タイプの給食」について 

（５）中学校の昼食方式に対する考え方について 

 

 

３ 調査対象 

 

（１）生徒 

市立中学校から各校１クラス、合計 23クラス（１・２年生から８クラスずつ、 

３年生から７クラス）の生徒を対象に、学校を通じて、配布、回収しました。 

 

（２）中学校保護者 

     市立中学校から各校１クラス、合計 23クラス（１・２年生から８クラスずつ、 

３年生から７クラス）の中学校保護者を対象に、学校を通じて、配布、回収しまし

た。なお、生徒と中学校保護者は、同一校では別の学年を対象としました。 

 

（３）小学校保護者 

市立小学校から各校１クラス、合計 46 クラス（１・２年生からは７クラスずつ、

３～６年生から８クラスずつ）の小学校保護者を対象に、学校を通じて、配布、回

収しました。 

 

（４）教職員 

      市立中学校 23 校に勤務している全教職員（非常勤、臨時職員を含む）を対象に、

学校を通じて、配布・回収しました。 
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（５）市民 

横須賀市に在住の 15 歳以上（中学生は除く）の市民 2,000 人を、平成 27 年５月

29 日現在の住民基本台帳から、行政センター区分の人口分布を考慮した上で無作為

抽出し、郵送にて配布・回収しました。 

 

 

４ 実施期間 

 

（１）生徒・中学校保護者・小学校保護者・教職員 

平成 27年８月 25日（火）～９月 18日（金） 

 

（２）市民 

      平成 27年８月３日（月）～８月 31日（月）（発送～投函締切） 

 

 

５ アンケート回収率 

 

対象 配布数 回収数 回収率 

生徒（中学生） 744 738 99.2％ 

中学校保護者 762 677 88.8％ 

小学校保護者 1,370 1,276 93.1％ 

教職員（中学校） 716  637 89.0％ 

市民 2,000 753 37.7％ 

 

 

６ 調査企画・分析 

 

横須賀市教育委員会事務局学校教育部学校保健課で実施 

 


